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取　組　状　況
①班編成の段階から学生たち自身がおこなうようにした。また、学習ノートを作
成させ実施内容やそれについての課題を検討していくような授業を展開した。
また、低学年時に実施していない種目を選択し、自分たちでルールを変えたり
技術向上を図る姿勢がみられるなど効果が見られた。

②班別学習の中で、自分たちのゲームを撮影し、それを分析・検討しいい点や
改善点を指摘しあいながら技術の向上を図ることができていた。

③学生たちとのコミュニケーションを多くとった結果、授業中も学生たちからルー
ルや技術に関する問いかけもみられた。

①バスケットボールの研究については、今年度は検証をおこなうための資料収
集が主な活動となった。

②新体力テストの結果から、1年生から3年生まですべての学年において、筋
力・筋持久力、心肺持久力が全国の高校生に比べると顕著に低いということが
判明した。特に、心肺持久力が顕著に低いことがわかった。今後保健体育の授
業において、年間を通して持久力を養成する種目選定やトレーニングを実施す
る必要があると言える。また、測定に対しての動機づけを高めることも必要とな
る。

①夏季休業、冬季休業中に近隣中学校との練習試合をおこなった。多くの生徒
が参加してくれていた。

②地域貢献
　学校施設開放業務
　事務室と連携を図りながら学校体育施設の開放事業をおこなった

③バスケットボール界への貢献
　・一般社団法人東京都バスケットボール協会
　　（指導者育成委員会、総務委員会）
　・一般社団法人関東学生バスケットボール連盟
　　（代議員）
　・東京学芸大学女子バスケットボール部コーチ


